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Critically appraised topic for case-control study
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1．論文のPICOは何か？
O：


P：（症例Pcase）



（対照Pcontrol）


I/C：


2．「症例」は偏りなく集められているか？

「症例」を集める基準は？（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□「症例」の選び方には偏りがない
□「症例」の選び方には偏りがある→どこが？（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○医療機関を受診していない患者はいない
○対象となる医療機関の患者集団は他と同様

○診断基準がはっきり明示されている
○有病期間・発症や改善までの期間が十分に長い

□不明

3．「対照」は偏りなく集められているか？
「対照」を集める基準は？（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□「対照」の選び方には偏りがない

□「対照」の選び方には偏りがある→どこが？（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○「症例」と同じ母集団から「対照」を選んでいる

○マッチングmatchingを行っている
○複数の方法で「対照」を選んでいる
○地域住民から「対照」を選んでいる
○その他
□不明

4．曝露因子はバイアスを最小にして適切に測定されているか？
□バイアスを最小にして適切に測定されている

□適切に測定されていない→どのようなバイアスが存在するか？

○曝露因子はOutcomeが発生する前に測定
○曝露因子は客観的な指標である
○曝露因子の測定法は同様で，明確に記載
○曝露因子はOutcomeがマスキングされて測定
□不明

5．論文で取り上げられている交絡因子は何か？
論文で取り上げられている交絡因子（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□不明

論文中にはない重要な交絡因子（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6．交絡因子が最小になるように調整されているか？
	
	発症
	発症せず
	

	曝露因子あり
	a
	b
	（a+b）

	曝露因子なし
	c
	d
	（c+d）

	
	a+c
	b+d
	（a+b+c+d）


□調整されている→どんな方法で？
○対象者を限定
○マッチングmatching
○層化stratification

○統計学的補正adjustment

○その他
□調整されていない

□不明

7．結果の評価
Outcomeの発生率：

曝露因子のOR(Odds ratio)：
8．その曝露因子はOutcomeの原因となっているか？（因果推論）
□一貫性　□強固性　□特異性　□時間的関係　□整合性，生物学的説得性，類似性
□用量反応関係　□実験的根拠
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